
日立グループ総合環境事業の新展開

PRTR法対応の化学物質総合管理システム
ー``chemilution''の機能と導入事例一
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PRTR(Po仙tantRelease

andT｢ansfe｢Registe｢;

環境汚染物質の排出およ

び移動登叙)

化学物質総合管理システム

"chemilution”の機能構成

化学物質総合管理システム

サーバにより,PRTR法に定

める排出･移動量集計報告に

必要な製品安全情報〔MSDS

(Materia】SafetyDataSheet)〕

や指定物質,報告書式を一括

管理し,社内uNから汎用ウェ

ブブラウザで参照･登録を可

能としている｡ユーザーごと

にさまざまなアクセス制限を

かけることにより,安全性が

確保できる｡

PRTR(環境汚染物質の排出および移動登銀)法の施行に伴い,製造業をはじめ,電気業,ガス業,熱供給業,下水道業,鉄

道業など広範な業種の事業者は,化学物質管理という新たな業務への対応を求められている｡国際標準化機構が制定した環境

管理･監査規格であるISO14000の普及により,業務ノウハウがようやく確立しつつある環境管理業務に加え,現存の人員の

範囲で,化学物質管理という新たな業務を効率よく遂行していくことが事業者の課題になっている｡ここでは,PRTR制度の

要件を満たすための新たな業務負担は増やさずに,資材調達や生産管理､設計など,各部門の現在の業務を改革することが,

持続可能な発展を目指す環境配慮企業に求められている｡

日立製作所が開発した化学物質総合管理システム"Chemilution(ケミルーション)”は,このPRTR法に対応できる化学物質管

理業務ノウハウをパッケージ化したものである｡システム形態は,既設の社内LANまたはインターネット上に設置する化学物

質総合管理専用のウェブサーバシステムとしている｡セイコーエプソン株式会社は,1999年にこのシステムを導入し,運用し

ている｡また,日立グループは,全国に点在する数百の事業所で,このシステムによる情報の共有と統括管理を進めている｡

はじめに

1999年7月13日に,｢特定化学物質の環境への排出量の

把握等及び管理の改善の促進に関する法律+が公布され

た｡この法律が規定しているのはPRTR(Pollutant

Release and Transfer Register)制度と呼ばれ,オラン

ダや利司,英国などですでに導入されいる｡

PRTR法によると,対象事業者は指定対象化学物質

(第一一種二354種類,第∴種:81種類)に関して,MSDS

(MaterialSafety Data Sheet:製品安全データシート)

を交布しなければならない｡また,第一種指定化学物質

については使用量と排出量を年1回,都道府県知事に報

告しなければならない｡最終的に,都道府県と国は,収

集した情報を公開する｡MSDSと排出･移動量の報告に
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悠質な虚偽があれば,罰則規定が適用される｡

ここでは,このPRTR法に対応できる,化学物質管理

業務ノウハウをパッケージ化した化学物質総合管理シス

テム``chemilution''について述べる｡

Chemilutionの機能と導入効果

2.1導入にあたって

2.1.1従来の化学物質管理の課題

従来の法制度では,ある物質が有害であると明確にさ

れた時点から規制していたが,PRTR制度では,疑わし

い物質について,その環境への排JH量を把握し,化学物

質による影響を事前回避することが目的である｡すなわ

ち,従来の規制範囲よりも多くの物質と広範囲の事業者

が対象となっている｡

PRTR制度では自治体が排出量集計結果を開示,公表

する義務があり,住民の知る権利を尊重しようとするも

のである｡住民には従業員や事業者も含まれることから,

規制という重荷ではなく,健全な環境の下で,持続可能

な事業を発展させるための手段となることが期待されて

いる｡そのため,PRTR制度に対応する業務ノウハウの

確立が求められている｡

2.1.2 期待される導入効果

Chemilutionは,業務ノウハウの継承と従来業務の効率

向_Lを目的として,さまざまなノウハウやプロセスをソフ

トウェアに置き換えた,業務改革を可能とする道具であ

る｡また,企業戦略的な投資効果として,化学物質総合

管理の導入によって収集,蓄積した情報が,後述する環境

配慮設計へのプラットフォームとなることが期待できる｡

統括管三哩部署

●製品安全データベース
MSDS情報

製品組成データベース

購入製品の組成成分
自社製晶の組成成分

●管理物質データベース
PRTR対象物質(一種:354種類,二種:81種類)
自主管理対象物質

●排出係数データベース
生産設備ごとの排出物質とその割合

集計･管理機能

部署ごと,組織ごと,地域ごとに集計

各種データの情報共有

データベース一括管理

化工計算シミュレーション

専用サーバ
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既設端末
(WWWブラウザ)

ルータ

(イントラネット)

インターネ

2.1.3 事業活動での化学物質管理

化学物質総合管理の導人を前提に動き出した各社は,

資材取り引きに対して,資材に含まれる指定化学物質を

CAS(ChemicalAbstracts Service)番号で明記したう

え,さらにその含有量も明記するように要請しはじめて

いる｡今後,化学物質の調達でのこのような配慮は,H

立製作所をはじめ,環境問題に先進的な取組みを進めて

いるカモ業の多くが必須の条件として受け止め,化学物質

管押に代表される環境管理に対する企業の姿勢は,商取

引上の婁要な判断基準となっていくものと考える｡

2.2 Chemilutionの概要

Chemilutionでは,ユーザーが導入しやすい構成とす

るために,標準機能パッケージを1台のサーバにインスト

ールしており,社内LANを通じて手持ちのOAパソコン

からMicrosoftInternet Explorer削'やNETSCAPE

NAVIGATOR蒋2-といった汎用のWWW(World Wide

Web)ブラウザを活用するシステムとしている(図1参照)｡

標準機能パッケージの前提ソフトウェアは,汎用のOSと

データベースソフトウェアとしている｡このため,ユー

ザーは,Chemilutionだけを購入してシステム構築する

こともできる｡

※1)MicrosoftInternet Explorerは,米国Microsoft Corp.

の商品名称である｡

※2)NETSCAPE NAVIGATORは,米同およびその他の国

におけるNetscapeCommunicationsCorp.の商標である｡

事業所･部署

●投入量情報登録

●投入量･排出量集喜†

●PRTR朝告著作成

●化学工学計算実施･モデル定義

●製品組成情報参照･登患

･化学物質安全情報参照･登録

･管理対象物質情報参照･登録

日立製作所

≡･化学物質情報提供(13万に及ぶ物質)
≧･法規情報提供(環境六法)

図1 Chemilutionのシス

テム構成

化学物質総合管理専用サー

バは,市販の汎用ミドルウエ

アに四つのデータベースと集

計･管理機能を組み込んだ

ウェブサーバである｡物質情

朝はCAS番号で,製品に関

する情幸削ま製品名称でそれぞ

れデータベース間を関連づけ

ている｡
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2.3 機能概要

標準機能では,以下に述べる四つのデータベースを11

心として,集計･管理プログラムによって各種メニュー

を操作することができる｡また,データベースに含まれ

るMSDSや製品組成情報は,あらかじめコンテンツ(情報

の内容パッケージ)として提供することも吋能である｡法

規情報や13万に上る化学物質についての情報は,インタ

ーネット経由で提供している｡

(1)製品安全データベース

純物質や化合物などの化学物質に関するMSDSや投入

材料のMSDS,出荷製品に関するMSDSを一括して管理

することができる｡

(2)製品組成データベース

製品組成データベースにより,取扱矧冒一に含まれる物

質組成を展開する｡指定対象物質以外の自主規制対象物

質などを成分物質に登録することにより,リスク1日1避が

必要な化学物質を含む取根製品を漏れなく管理すること

が可能である｡

(3)管理物質データベース

このデータベースにより,法律で定められた指定化学

物質や,自主管理対象としている化学物質を一一括登録,

管理することが叶能であり,だれでも同じ情報を参照す

ることができる｡

(4)排出係数データベース

投入製品や含有物質,_‾‾｢程,排出･移動先の組合せを

カバーする人きな表をデータベース化することにより,

投入製品や含有物質を検索キーとした情報検索と,排

出･移動量の評価計算を容易にしている｡ここで貴賓な

のは,排出係数の数値である｡排出係数はモニタリング

や推計計算などの根拠に基づいて決定されるものである

が,これには年産設備に精通している技術者の協力が不

可欠である｡Chemiluti()nでは,数値化したデータを一

度登録しておくことによF),このデータを繰り返して活

用することができる(〕

2.4 支援ツール

Chemilutionでは,排出係数の常録を支援するために,

化⊥計算システムを提供している｡物質収支を化学⊥学

的な計算式によって算出することで,排出係数の根拠を

印‾J確にすることが可能である｡

このツールは,設備の改善効果や,投入資材の切換に

よって排出量をどのくらい抑えられるかなどの評価シミ

ュレーションにも活用できる｡

設言十部門

環境配慮設計

環境に優しい素材の選択

リサイクル性,分解性の椎討

使用製品情報の登鋸

情舗の共有

化学物質総合管理システム

Chemilution

管理物質情前の登録

製品情朝の登音義

法規制順守

環境影響評価
リスクコミュニケーション

環境管理部門

PRTR

報告書

情鶉システム部門

サポートによる

運用管理

生産技術部門

･生産設備管理,設備改善

●投入量･排出量の記諺

設備からの投入量入力

既設目詩買

システム

購入情報の登毒蓑

MSDS情朝収集を前提とした
取引業者選定業務

有害物質含有量の少ない
資材の調達

資材調達部門

MSDS

情報

図2 Chemilutjonの運用モデル

Chemi山tionを導入することにより,各部門の基本業務を変更す

ることなく情報の共有が図れ,さらに,｢環境安全性+を重視する

企業体質への移行が可能となる｡

2.5 運用モデル

環境管理者は,Chemilutionの導入にあたり,図2に示

すような遠州モデルに基づいて,資材調達部門や生産技

術部門,設計部門の協力を得ながら,現状の業務の改善

と,新たなPRTR制度に伴う業務を遂行していくことが

できる｡

材料の購入記録または投入記録を,例えば月次で資材

部門や牛産技術部門から入ノJすると,Chemilutionでは

これを取扱製品情報に変換し,さらに組成物質に展開し

た後,排出係数を用いて排出･移動量の集計結果を自動

生成する｡このようにして得られた中間情報や共有デー

タは,各部門がおのおのの克場で利用できるように運用

することができる｡

セイコーエプソン株式会社での導入事例

このシステムはセイコーエプソン株式会社に1999年11

月に納入され,図3に示すスキームで運用されている｡

凶内16事業所への展開をはじめとして,海外拠点への導

入も検討中である｡化学物質管理業務はすでに確立され

ており,製品組成情報の収集や排出係数の数値化につい

てはある程度実績があった｡今いlの法制化に合わせて,

環境管理責任部署とモデル事業所の生産技術部暑が連携

し,蓄積されていた膨大なデータをシステムに登録する

ことにより,全事業所での情報共有を実現した｡また,

情報システム部門との連携により,資材情報を既設資材

39
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設計部門,生産技術部門

製品(資材)
の購入

購入量または

使用量

各部門
が登録

抜可能製品

情報を確認

参照

情報

あり
発注依頼

生産活動

投入

各部門が

登鐘

資材管理部門

手配内容

確認
伝票

取引先
メーカー

配送 納品後収

MSDS

涛付

配送

MSDS 環境管理部門

取扱製品

数量

管理物質

情報

取扱製品名

登寿

排出係数

情報

製品組成

登寿

排出物質

情報

排出量=

取放物質量x排出係数×

金属換算率

期間,職場

対象物質を
調査･登銀 指定

排出量集計

注:一---(データの流れ),くコ(業務の流れ)

図3 セイコーエプソン株式会社の運用スキーム

各部門のこれまでの基本業務とChemilutionとの間にシームレス

な連携を実現している｡

システムからCSV(カンマ区切りテキストデータ)ファイ

ル形式で出力してこのシステムに登録できるようにした｡

これにより,毎月発生する投入量情報の登録作業を半自

動化している｡さらに,化工計算システムの導入を通じ

て得た現時点での生産設備の化工解析結果は,実測値の

裏づけとなる見通しが得られている｡今後は,他の牛産

設備に対する化丁解析や,過去の設備と投入材料情幸削こ

よる解析,設備改善に伴う解析などを行っていく予定で

ある｡

日立グループでの導入事例

日立製作所では,本社にある環境本部が,全国に点在

する日立グループ約180社を対象にシステム導入を進め

ている｡グループの各社が個別にシステムを導入するの

ではなく,グループ全体で一つのシステムを共有するこ

とにより,事業所単位の排出･移動量についての帳票を

単に出力するだけではなく,プロセスの改善や製品設計

の改善,調達の改善を目指す｡さらに,環境経営の指標

として直接的に役立つデータを集めるための,全社,全

事業グループレベルの統括データベースの構築を計画し

ている｡

40

おわりに

ここでは,PRTR法対応の化学物質総合管理システム

"Chemilution''について述べた｡

PRTR法の趣旨に沿って得られた化学物質の排出･移

動量結果を環境報告書としてまとめて情報公開していく

ことにより,企業としての信頼を得るとともに,品質や

価格に加えて,｢環境安全性+を訴求することが生産活動

の根幹になりつつある｡

これからの時代には,｢環境配慮+がすべての業務で求

められる｡環境配慮を伴う製品やサービスを提供するこ

とが,企業の存亡のかぎを握ると言っても過言ではない｡

このようなプラットフォームを,イントラネットに接

続した一つのサーバで実現できるという費用対効果の大

きさが,化学物質総合管坤システムとしてのChemilution

の魅力であると考える｡
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小林史朗

1981年Fllエ製作所入社.環境本部所属

現在,H古グループの化学物質管押施策推進取l)まとめ

に従事

Elnail:s【kobayashi¢ごhdq.hitaclli.co.jp

加藤浩之

1986年セイコーエプソン株式会社入社,地球環境室所属

税瓜 環境面での化学物質管翔の施策立嵐 展開業務に

従事

E一皿乙Iil:K乙1t().HiroyLlki(石､exc.epsorl.CO.jp




